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「岐阜県理学療法学会準備委員長を経験して」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第25回岐阜県理学療法学会準備委員長　　　　

　　山　口　正　寿　
　

　平成 27 年２月 15 日、第 25 回岐阜県学会を恵那文化センターにて開催しました。会場都合にて例年より
早く寒い時期の開催となり、皆様には何かとご迷惑をおかけしたことと思います。まずは、皆様より多大な
ご協力をいただきありがとうございました。おかげさまで 230 余名の皆様にお越しいただけました。
　開会式には、可知恵那市長様、中川恵那医師会長様、柴県 OT 会長様、それぞれにご多忙のところご臨席
のうえお言葉を賜り、有り難い限りでした。特別講演では、熊木学会長の旧友でいらっしゃるご縁で、藤田
保健衛生大学・金田嘉清先生にご登壇いただき、「リハビリテーションの過去・現在・そして未来へ」のテー
マでお話していただきました。また、41 題の一般演題・症例報告では、活発な議論をしていただけたこと
と思います。金田先生、発表者の皆様、座長の皆様、ご来賓の皆様、後援機関の皆様、広告主の皆様にこの
場をお借りしてあらためてお礼申し上げます。ありがとうございました。
　岐阜県学会はここ数年で、参加者数、発表演題数が倍増し、発表会場は複数にまたがるようになりました。
また、会員増により学術誌発行や送付に関する作業量や費用が増大しています。さらに今回から会員も参加
有料となったため、受付業務の煩雑化が予想されました。そこで、出来るだけ準備・運営の内容を整理し、
業務分担を明確にし、事務局、学術局、運営局の三局体制で臨むこととしました。そして、事務局長を訪問
看護ステーション城山本坊氏、学術局長を国保坂下病院山田氏、運営局長を特養シクラメン原氏、運営局設
営担当を市立恵那病院岡山氏にお願いし、熊木学会長と私を含めた６人を中心として準備を進めて参りまし
た。準備委員長の私からは、局ごとに準備行程を時系列で整理した一覧表を提示させていただき、これに基
づいて、担当の皆さんには着々と準備を進めていただけ、本当に助かりました。
　学会長・準備委員長は、来賓・後援の依頼や手続きなどを担当の一つとして担いました。私は、対外的な
対応をするために必要とあれば、平日でも休暇をとり活動する覚悟をしていました。しかし、折しも熊木学
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会長が、定年を前に 2013 年度末をもって職場をご勇退され、時間的な拘束の少ないお立場となられました。
私は、それをいいことに、平日の挨拶周りなどは学会長に任せっきりでした。
　が、一方でこんなこともありました。用件で学会長に携帯電話をかけるもつながらないことが度々あり、
そんな時はやっとつながると、「ちょっと山に行っていたもんで。」とか、「今、船に乗って海の上。北海道
に向かっています。」と、圏外活動も多い学会長でした。しかし、煮詰まったときには「まぁ、いいんじゃ
ない？」の一言で、すっと力が抜けたこともありました。リハーサルや当日に初めて顔を合わせた運営スタッ
フも多くいたわけですが、そんな中でも、熊木学会長のお人柄のおかげで、和やかなムードで運営できたと
感じています。
　回を重ねる毎に規模も拡大し、めっきりと “ 学会らしさ ” を醸し出している県学会ですが、学会誌表紙や
ポスターを彩る写真を撮影するために、学術局長自ら恵那峡まで出かけたり、読みきれないほどの膨大かつ
緻密な運営マニュアルは、運営局長が徹夜で仕上げたものであったり、会場内の案内表示は設営担当が会場
下見のときに迷子になった経験が活かされていたり、参加者・スタッフのネームタグは事務局長の自宅でプ
リントアウトしていたり、と、舞台裏では手作り感満載で準備運営されています。
　今後も学会規模の拡大が予想される中、このような会員による自前の準備と運営がいつまで続けられるか
は分かりません。そのあたりについては、学会の昼休みに恒例で行われている学会評議会（県士会長、学術
担当理事、学術局長、前回・今回・次回・次々回の学会長参加によるミーティング）にて様々に議論されて
います。今回からの会員参加料有料化もここで出された結論であったとうかがっています。
　先回の学会評議会では、演題の募集と管理を含む準備運営を外部へ委託する可能性、学会誌のデジタル化、
査読の厳格化などの話題が出ています。このあたりが実現されれば、準備委員の苦労も多少は軽減できるで
しょうか。あるいは、また別の苦労が増えるのでしょうか。
　とにもかくにも現状では、時の担当がその都度手探りしつつ準備運営しているのが実情です。そんなこと
にも少し思いを馳せていただきながら、会員の皆様には、年に一度の県学会には都合のつく限り参加してい
ただけるとうれしく思います。
　さて、本当にいろいろと皆様にお任せで県学会を終えられたわけですが、私なりに苦労も感じつつ務めさ
せていただいた一年間でした。最後に、ちょっとしたエピソードを一つ。元来、頭髪は剛毛の私ですが、昨
年中は行きつけの床屋さんへ行くたびに、「ちょっと髪のコシがなくなってきたね。」と言われていました。
これも年齢のなせる業かと思っていたのですが、学会を終え４月半ばに行った時には、「あれ！コシが戻っ
てきたね。」と・・・。このことが学会準備委員長の職務と関係あるのかどうかは不明です。
　以上が私の学会準備委員長体験記です。拙稿を最後までお読みいただき、ありがとうございました。

　•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

平成 27年度
公益社団法人岐阜県理学療法士会

第 1回理事会要約

開催日時：平成 27 年５月９日（土）
　　　　　　　　　　午後１時 30 分より４時半まで
場　　所：岐阜県水産会館２階第３会議室
　　　　　　　　〒 500-8384 岐阜県岐阜市薮田南
　　　　　　　　　　　　　　　　１丁目 11－12

出席者：  槇林優、吉川昌子、和田範文、田中利典、
堀信宏、山下恒彦、村雲憲、岡村秀人、小
野晶代、岸本泰樹、棚橋一憲、河合克尚、
片田志保美、伊藤友紀

欠席者： 舟木一夫、木村信博 
内　容： 議題１．新入会員の承認
　　　　議題２．平成 26 度事業報告（別紙）
　　　　議題３．平成 26 年度収支決算報告（別紙）
　　　　議題４．その他（公益事業部追加予算申請）
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＊平成 27 年度公益社団法人岐阜県理学療法士会定
　期総会資料に基づき行った。
第１号議案：新入会員の承認（事務局山下）
　３名の新入会員があり、満場一致で承認
　協会申請中が現在 26 名
第２号議案：平成 26 年度事業報告（事務局山下）
　平成 26 年度事業報告を行い満場一致にて承認さ
　れた。
第３号議案：平成 26 年度収支決算報告（財務片田）
　監事監査報告（監事棚橋）
　平成 26 年度事業及び付属明細及び理事執行内容
　の監査と、計算関係書類における法人財産及び損
　益の適性確認を行った。
　第３号議案について満場一致で承認された
第４号議案：その他
　・公益事業部追加予算申請（満場一致にて承認）
　・組織図について
　　　東海北陸学会準備委員会→東海北陸学会運営
　　　部
　　　職能局→介護保険対策部を法人管理部門の職
　　　能局内へ移動
　　　職能局で研修開催があるため、本部事業部門
　　　内に職能局職能部を配置
　　　研修部研修内容→事務局長請
　・糖尿病対策推進協議会での発表及び派遣につい
　　て→事務局長請

以上
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　協会指定カード（楽天カード）を
　お持ちでない方へ

　日本理学療法士協会では、年会費納入及び各種協
会主催セミナー講習会の参加費払いについて、指定
カードによる納入を強く推奨しております。会員の
皆様のご理解・ご協力のほどよろしくお願い申し上
げます。

【申し込み方法】

日本理学療法士協会HP

マイページログイン
（トップページ右上）

楽天カード申込サイト
（トップページ左列）

　  既に楽天カードをお持ちの方は、マイページ
　  内にカード情報を登録することで、利用可能
　  となります。

【楽天カードを発行すると…】
・引き落とし手数料はかかりません。
・納入期限を過ぎることなく納めることができます。
・銀行やコンビニに出向かなくて済みます。
・ 現金振込にかかる収納手数料（年会費 486 円、研

修会等 270 円）がかかりません。

新人オリエンテーションのご案内

　本年度公益社団法人岐阜県理学療法士会第１回研
修会・定期総会に併せて平成 27 年度入会者に対す
る新人オリエンテーションを開催します。すでに本
年入会された方、入会予定の方などの参加をお願い
いたします。

　　　　　　　　　　記
日時：平成 27 年６月 28 日（日）16 時から１時間程度
（定期総会終了後のため前後することがあります）

場所：岐阜県図書館
内容：１．会長挨拶
　　　２．岐阜県理学療法士会概要（組織・支部活動）
　　　３．会費・各種届出
　　　４．新人教育プログラム及び本年度研修予定
　　　５．その他

　厚生部では、下記の 1）～ 5）の内容を実施して
おります。会員の皆様（場合によってはご家族）に
病気・不幸などが生じた際、また結婚の際には、ご
一報をお願い致します。

１）災害見舞金
　　　会長の判断による。
２）結婚の祝い
　　　会員の結婚に際しお祝いの品を贈る（本人ま
　　　たは他会員の申請による）。
３）弔電
　　　会員の両親、配偶者、子供死亡の場合は弔電。
　　　会員外は会長が必要と認めた場合。
４）供花　
　　　会員本人に不幸があった場合、供花を供える。
５）その 他　
　　　会長が必要と認める事業（休会中の会員は会長
　　　決済）。
　上記以外にもご意見・要望がありましたらご連絡
ください。

連絡先
〒 500-8288　岐阜県岐阜市中鶉 2 丁目 99 番地
ＴＥＬ：058-276-7755　ＦＡＸ：058-276-7733
介護老人保健施設「喜の里」　　名和　敏晃

【その他の変更】
※ HP の左側のタブは、事務局ではなく社会局の所
　属になりますのでお願いします。

厚 生 部 よ り
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平成 27 年度新人教育プログラムテーマ実施予定表
講座名 開催予定 会場 テーマ 単位 修了要件

必須初期研
修

10 月 24 日 テクノプラザ（各務原市） A-1 理学療法と倫理 1 必須

9 月 13 日 飛騨世界生活文化センター
（高山市）A-2 協会組織と生涯学習システム 1 必須

9 月 13 日 飛騨世界生活文化センター
（高山市）

A-3 リスクマネジメント（安全管理と感染
予防含む） 1 必須

9 月 13 日 飛騨世界生活文化センター
（高山市）A-4 人間関係および接遇（労働衛生含む） 1 必須

9 月 13 日 飛騨世界生活文化センター
（高山市）

A-5 理学療法における関連法規（労働法含
む） 1 必須

理学療法の
基礎

予定なし B-1 一次救命処置と基本処置　★ 1

選択
（３単位）

12 月 6 日 多治見市産業文化センター
（多治見市）B-2 クリニカルリーズニング 1

10 月 24 日 テクノプラザ（各務原市） B-3 統計方法論 1

10 月 24 日 テクノプラザ（各務原市） B-4 症例報告・発表の仕方 1

理学療法の
臨床

予定なし C-1 神経系疾患の理学療法　★ 1

選択
（４単位）

8 月 9 日 大垣情報工房（大垣市） C-2 運動器疾患の理学療法 *3 1

予定なし C-3 内部障害の理学療法　★ 1

12 月 6 日 多治見市産業文化センター
（多治見市）C-4 高齢者の理学療法 1

12 月 6 日 多治見市産業文化センター
（多治見市）

C-5 地域リハビリテーション（生活環境支
援含む） 1

C-6 症例発表　（*1） 3

C-7 士会活動・社会貢献　　（*2） 1

理学療法の
専門性

予定なし D-1 社会の中の理学療法　★ 1
選択

（２単位）12 月 6 日 多治見市産業文化センター
（多治見市）D-2 生涯学習と理学療法の専門領域 1

10 月 24 日 テクノプラザ（各務原市） D-3 理学療法の研究方法論（EBPT 含む） 1

理学療法に
おける人材
の育成

10 月 24 日 テクノプラザ（各務原市） E-1 臨床実習指導方法論 1
選択

（１単位）予定なし E-2 コーチングとティーチング（コミュニ
ケーションスキル含む）★ 1

予定なし E-3 国際社会と理学療法　★ 1

★本年度岐阜県理学療法士会での講義予定はありません。
他都道府県士会主催の新人教育プログラム研修会に参加しても同等の単位が認められます。
＊１学会発表及び、岐阜県内支部での症例発表にて３単位（開催時期等は各支部にお問い合わせください。）
＊２県士会・支部での地域活動など（詳細はお問い合わせ願います）
＊３研修会費 500 円必要です。
　会場等の予定は変更する場合があります。
　決定事項は協会 HP →研修会→詳細検索設定→主催機関を 22 岐阜県で確認できます。

岐阜県理学療法士会教育部
部　長　小池　孝康

所属：岐阜保健短期大学
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　　　平成 26 年度
　　　中濃支部症例検討会報告

日時：平成 27 年２月７日（土）　16：00 ～ 18：00
場所：郡上市民病院　６階大会議室
参加人数：32 名（演題発表者８名）

　まだまだ寒さが厳しいですが、会員の皆様いかが
お過ごしでしょうか。
　さて、今年度も「経験年数の少ない先生方にも気
軽に発表して頂こう」をコンセプトに、症例検討会
を行いました。難渋した症例、患者様へのアプロー
チ、介助指導、活動報告等バラエティーに富んだ発
表が行われ、例年以上に賑わいを見せた症例検討会
となりました。

　演題発表も８演題と多く、様々な表現方法でより
理解、検討してもらおうという努力が伺え、想像以
上に活発な質疑応答が行われるなどかなり有意義
なディスカッションを行う事が出来ました。新た
な知識として患者様に還元していける良い機会に

なったと思います。
　今後も、気軽に発表やディスカッションが行なえ
るような和やかな雰囲気作りを目指しながら、さら
に良い症例検討会にしていきたいと思っています。

　郡上地区以外の遠方からも参加があり、是非また
この機会に意見交換等、交流していけると良いかな
と感じました。今後もよろしくお願いいたします。

　最後に、座長の山内先生をはじめ、演題発表され
た先生方、参加された会員の皆様、そして、運営ス
タッフの皆様にお礼申し上げます。

　　　　　　　中濃支部広報　郡上地区担当　　
郡上市民病院　矢野　夕都

第５回
３県合同訪問リハビリテーション研修会

第 1 部　岐阜県研修会

　　　　介護老人保健施設　山県グリーンポート
　　　　リハビリテーション室　　五十川　慎也

　前日に今年最初の雪が降り、西の伊吹山、北の白
山が白くなった平成 26 年 12 月７日、岐阜県リハビ
リテーション連絡協議会主催で訪問リハビリテー
ション研修会岐阜研修会を大垣市ソフトピアジャパ
ンにて開催いたしました。岐阜県理学療法士会・岐
阜県作業療法士会・岐阜県言語聴覚士会が一丸とな
り、開催してきた本研修会も今年で５回目の開催と
なります。本研修では訪問リハビリテーションの実
務者の育成を目的としており、これまでにも福祉用
具（第２回）、連携・リスク管理（第４回）などに
ついて共に学んでまいりました。
　さて、今回の研修会のテーマは地域包括ケアシス
テムについて。午前中は「もっと知ろう！地域包括
ケアシステム」と題し、岐阜県理学療法士会理事・
地域包括ケア推進委員長、中濃厚生病院　岡村秀人
先生に地域包括ケアシステムの内容と現状について
講義して頂きました。日本理学療法士協会でも地域
包括ケアリーダー制度が開始され、本年度はすでに
育成研修会が大垣市・高山市で開催されております。
団塊の世代が 75 歳を超える 2025 年を前に、高齢者
の尊厳の保持と自立生活の支援の目的のもとで、可
能な限り住み慣れた地域で、自分らしい暮らしを人
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生の最期まで続けることができるよう、地域の包括
的な支援・サービスを提供するため、セラピストは
どうしていけばよいか学び考える機会となったと思
います。
　午後からは「深めよう！地域包括ケアシステムへ
の関わり」とし「病院セラピストとの連携」「軽度
者へのリハビリ対応」「地域での多職種連携につい
て」についてそれぞれグループワークを行って頂き
ました。地域包括ケアシステムの推進の中で、利用
者様を取り巻く環境に応じ、多職種・病院に勤務す
るセラピストと連携していくことは非常に重要な課
題となります。また介護予防などの軽介護者への対
応も非常に重要な課題となってきています。

　参加者は合計 46 名（PT32 名、OT12 名、ST ３
名）、アンケート結果（回収率 97％）より午前中の「講
義が知識や技術の向上位に役立ったか」では 92％
の参加者が「かなりそう思った」「そう思った」と
返答して頂けました。午後からのグループワークで
も、95％の参加者が「かなりそう思った」「そう思っ

た」と返答して頂けました。
 　 
　地域包括ケアシステムの中で、我々セラピストは
何を必要とされ、どのように活動していったらよい
か。また他職種・病院のセラピスト・行政といかに
連携を取っていくのか。課題は山積ではありますが、
今回の研修を経て、課題解決への糸口になれば幸い
と考えます。

会員の皆様へ
 

　現在、最新の協会＆県士会ニュースを「岐
阜県理学療法士会」フェイスブック＆ツイッ
ターにて発信しています。
　是非、フェイスブックで「いいね！」、ツイッ
ターで「フォロー」していただき、情報を共
有しましょう。
　「岐阜県理学療法士会」で検索していただく
か、県士会ホームページから入ることができ
ます。
　ご協力よろしくお願い申し上げます。
m(_ _)m
 
フェイスブック
https://www.facebook.com/gifupt
 
ツイッター
https://twitter.com/gpta2012
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＜ 会　員　の　声 ＞

「地　域」

　　（有）三貴志　訪問看護ステーション　一歩　
時　任　浩　司　

　今回「会員の声」の依頼があり正直戸惑いました。
しかし、文章を考えていく中で自分自身を振り返る
ことができ、とても良い機会を与えていただきまし
たこと感謝致します。

　平成 27 年４ 月 12 日（日） 9:00 ～ 15:00、フット
サルアリーナ本巣にて開催しました。 
　参加チームは、いけだ整形外科、大垣中央病院、
大垣徳洲会病院、各務原リハビリテーション病院、
笠松病院、県立多治見病院、厚生連連合、東海中央
病院、和光会連合（山田病院）、個人参加（近石病院、
榊原整形外科、やまが整形外科、村上記念病院）の
合計 10 チームで、13 施設以上、約 50 名の県士会
員が参加されました。 

　大会は、５ チームずつ ２ ブロックに分かれてのリー
グ戦を行ったのち、各ブロックの同じ順位同士で順位
決定戦を行いました。どのチームも結構本気で優勝を
狙っていて、白熱した戦いが繰り広げられていました。 
　今大会では、応援に来た人にも楽しんでもらえるよ
う、たこ焼きのオモテナシを準備しました。数に限り

第 3 回 GPTFC（岐阜県理学療法士フットサル大会）報告

があり、すべての参加者には振る舞えませんでしたが、
喜んでいただけたと思います。 
　優勝は個人参加チーム、準優勝は大垣徳洲会、第 
３ 位は東海中央病院でした。 
 

　多くのご参加とスムーズな試合進行へのご協力、あ
りがとうございました。 
　今後も、岐阜県内の理学療法士が勤める病院・施
設間での良き交流の場となるよう、年に一回のこの大
会を続けていきたいと思います。 
 　　　　　　　　GTPFC 実行委員    
  　　　　　　　　　大垣中央病院　臼井　美由紀
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　まず、私が現在勤務させていただいている施設に
ついて紹介させていただきます。訪問介護・通所介
護と運営しており、「訪問看護ステーション一歩」
を 10 年前に開設、約４年前に「デイサービスセン
ターいっぽ」を開設しました。訪問介護は看護師５
名・理学療法士５名が所属し、活動範囲は西濃地域
です。私が入職したのは約７年前、生まれ育った地
元で仕事をしたいという想いから、愛知県士会から
現在の訪問看護ステーション一歩に就職しました。
　元々、地域（介護分野）には興味があり学生時代
には、医療分野で 10 年は経験を積んでから介護分
野に進みたいと考えていましたが、知識・技術・人
間性ともに未熟なまま介護分野に飛び込みました。
理学療法士としての関わりももちろん大切ですが地
域特性を考えることの重要性について経験させてい
ただきました。現在、訪問している利用者様の中
には就職当初から訪問させて頂いている方がみえま
す。利用者様の多くに、要介護状態は変化していた
としても住み慣れた地域で暮らしたい、最期を迎え
たいとの意思が強いことを実感させられます。病院
勤務の頃には長期ゴールを考えていたとしても、最
期をどう迎えるかまでは正直考えていませんでし
た。数年前から言われていますが「クオリティ・オ
ブ・デス（Quality of death）」を視野に入れた理学
療法士・人として成長していきたいと考えます。ま
た、介護保険の本質である利用者様主体のサービス
が提供できるよう、初心を忘れることなく今後も理
学療法士として他職種との連携を図りながら、地域
に貢献していけるよう努力し成長していきたいと考
えています。
　フリートークということで自分の想いを書かせて
いただきました。最後までお読み頂き感謝致します。

私の二年間を振り返って

柳田整形外科　　　　　
橋　本　智　子　

　今回、このような依頼をいただき、「会員の声」
として何を書けば適切であるのかは分かりません
が、光栄に思いながら筆をとらせていただきます。

　私が理学療法士国家試験に合格したのは、2013
年で、今年で３年目に入りました。あっという間の
２年だと感じています。
　そもそも私が理学療法士になろうと思ったきっか
けは病院に勤める母や医療を学ぶ姉の姿を見たこと
でした。当時高校生の私は、自分も大きい病院に就
職しておじいちゃんおばあちゃんのお世話をするの
だろうという漠然としたイメージしか持っていませ
んでした。
　そんな私が今務めているのは関市にある外来専門
の整形外科です。当院は変性疾患、慢性疼痛を主訴
とされる年配の方から、スポーツで怪我をした子供
達まで、整形外科領域の中でも様々な疾患の方が来
院されます。その中で私たち理学療法士に求められ
るのは知識・技術はもとよりコミュニケーション能
力かと思います。一年目最初の頃は緊張で何を話し
たかも覚えていませんが、今では作物の採れる時期
も、花が開く観光シーズンも、ワイドショーネタも
自然と覚えました。当院には入院設備はありません
し、完全予約制のため、医師の指示と患者さんの希
望のもと理学療法が成り立っています。就職した頃
より一人ひとりの患者さんに対する接遇の大切さを
学び、ありがたいことに毎日持てる単位数いっぱい
まで患者さんに来院いただいています。
　また、他病院より紹介をうけて患者さんが来院さ
れることも以前と比べ増えています。毎日多くの患
者さんの対応をさせていただく中で、当院では設備
の関係でどうしてもフォローできない患者さんがみ
えますし、他院では受けきれない外来通院を希望さ
れる方のフォローができればと思います。地域医療
連携でもって、関市近辺の方が安心して生活できる
毎日を提供できるよう、微力ながら尽くしたいと思
う今日この頃です。
　大学を卒業するとき、解剖学の先生から「３日３
月３年頑張りなさい」とお言葉をいただきました。
あの時、まだまだ先は長いなぁと思っていた３年目
にあっという間に足をかけました。刻々と過ぎて
いってしまう時間を無駄にしないよう、明日からの
臨床を過ごしたいと思います。
　最後に岐阜県理学療法士協会の更なる繁栄を心か
ら願い、会員の一人として今後とも精進させていた
だきます。諸先生方、今後ともご指導ご鞭撻のほど、
よろしくお願い致します。
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賛　助　会　員

会　社　名　・　施　設　名 電 話 番 号

有限会社　加納ビジネス
〒 500-8456 岐阜市加納大黒町２－ 32

TEL 058-273-3007（代）

有限会社　中部義肢
〒 486-0911 愛知県春日井市西高山町３丁目 16 － 12

TEL 0568-34-7143

岐阜保健短期大学
〒 500-8281 岐阜市東鶉２丁目 92 番地

TEL 058-274-5001

有限会社　名西技術所
〒 452-0902 愛知県清須市助七美里 50 番地

TEL 052-400-1118

株式会社　松本義肢製作所
〒 485-8555 愛知県小牧市大字林 210 －３

TEL 0568-47-1701

特定医療法人社団慶桜会　東可児病院
〒 509-0214 可児市広見 1520 番地

TEL 0574-63-1200

学校法人誠広学園　平成医療短期大学
〒 501-1131 岐阜市黒野 180

TEL 058-234-3324

中部学院大学
〒 501-3993 関市桐ヶ丘２丁目１番地

TEL 0575-24-2211

個　　人　　名

細　田　和　義
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公告掲載のご案内

士会ニュース公告掲載のお問い合わせ・申し込みにつきましては
広報部までお願いいたします。 

　　　　　　広報部
　　　　　　〒 503-2417 揖斐郡池田町本郷 1551-1
　　　　　　　　　 　　医療法人社団橘会　新生病院
　　　　　　　　　　　　　　リハビリテーション科　伊藤康行
　　　　　　TEL.0585-45-3161　FAX.0585-45-3255

　　　　　　　  E-mail：shinsei4@octn.jp

�������������������������
2015．5．22

発行人：公益社団法人 岐阜県理学療法士会
　　　　　　会長　槇　林　　　優
事務局：〒 500-8384 岐阜市藪田南１丁目 11 番 12 号
　　　　　　　　　　　　　岐阜水産会館　601 号室
　　　　　　　　 　　TEL・FAX （058） 277－ 6166
編　集：伊藤康行
印刷所：㈲いすくら

�������������������������

編 集 後 記　

••••••••••••••••••••••••••••••••
　らいちょう 113 号作成に当たり、巻頭文・会員の声の原稿依頼を快諾して、ご協力下さいました、
山口正寿氏、橋本智子氏、時任浩司に感謝致します。
　この場を借りて、お礼申し上げます。

　ＧＷも終わり、２ヶ月以上も祝日がない日々をいかに過ごしていこうかとカレンダーを見て少し
肩を落としてしまう今日この頃です…。が、五月病になっている暇はありません。何かとやること
が多かったりします。

　少し前に、こんな日があるのか！と思うことがありました。
　１日で、４人の人間の考えや経験を聴き、また大切な報告を受けたのです。
　どれも最近になって悩んだり考えていたことについてでした。
　自分でははっきりと言葉になっていない曖昧な考えも「そう、そう思ってたんよ！」と人の言葉で整理さ
れたり、「そういう見方もあるわけかー」と新しい刺激にもなり、それぞれの話が聴けてとてもラッキーだっ
たと思います。それがいっぺんに４人分も！！すごい！！すごく満ち足りた日でした。
　なぜかはわかりませんが、その次の日から、前からちゃんとしたかった早起きが続けられていま
す。うーん、不思議…。このまま習慣化したいものです。（Ｓ）

••••••••••••••••••••••••••••••••


